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寺(

九
三
五) 　

大
屋

比
古
神
社(

九
三
六) 　

金
剛
寺(

九
三
七) 　

西
性
寺(

九
三
九) 　

香
和

津
神
社(

九
四
一) 　

地
蔵
堂(

九
四
二) 　

金
毘
羅
神
社(

九
四
二)

宝
安
神
社(

九
四
二) 　

転
法
輪
寺(

九
四
三) 　

狩
場
明
神
・
丹
生
明

神
社(

九
四
三) 　

釈
迦
寺(

九
四
四) 　

厳
島
神
社(
九
四
五) 　

降
霊
寺 

(

九
四
六) 　

正
法
寺
・
浄
土
寺(

九
四
八) 　

観
音
寺(
九
四
九)
　
　
　
　

 

〔
北
宇
智
地
区
〕

地
福
寺(

九
五
〇) 　

御
霊
神
社(

九
五
一) 　

八
幡
神
社(

九
五
二)

　
　

天
城
寺(

九
五
二) 　

竜
智
神
社(

九
五
三) 　

阿
弥
陀
寺(

九
五
四)

　
　

浄
心
寺(

九
五
五) 　

福
徳
寺(

九
五
五) 　

西
林
寺(

九
五
六) 　

地
蔵
寺 

(

九
五
七) 　

鳳
凰
寺(

九
五
八) 　

御
霊
神
社(

九
五
九) 　

御
霊
神
社　

 

(

九
六
〇) 　

新
城
院(

九
六
〇) 　

安
楽
寺(

九
六
一) 　

宮
前
霹
靂
神
社 

(

九
六
一) 　

多
賀
神
社(

九
六
二)

　
　

大
日
寺(

九
六
三)

〔
南
宇
智
地
区
〕

悲
庵(

九
八
〇) 　

良
峯
寺(

九
八
〇) 　

良
祥
寺(

九
八
一) 　

宝
蔵
寺　

 

(

九
八
二) 　

火
雷
神
社(

九
八
三) 　

御
霊
神
社(

九
八
五) 　

丹
生
川
神

社(

九
八
七) 　

光
明
寺(

九
八
八) 　

真
竜
院(

九
九
〇) 　

成
蓮
院(

九
九
一)

吉
祥
寺(

九
九
一) 　

不
動
堂(

九
九
六)

〔
大
阿
太
地
区
〕

〔
南
阿
田
地
区
〕

八
幡
神
社(

九
九
六) 　

西
方
寺(

九
九
七) 　

廃
観
音
堂(

九
九
七)

　
　

御
霊
神
社(

九
九
八) 　

大
野
神
社(

九
九
八) 　

地
蔵
寺(

九
九
八)

　
　

御
霊
神
社(

一
〇
〇
〇) 　

常
福
寺(

一
〇
〇
〇) 　

行
圓
寺(

一
〇
〇
二)

　
　

 

阿
陀
比
売
神
社(

一
〇
〇
五) 　

観
音
寺(

一
〇
〇
六)

諏
訪
神
社(

一
〇
〇
六) 　

天
福
寺(

一
〇
〇
七) 　

竜
光
寺(

一
〇
一
〇) 　
　

妙
音
寺(

一
〇
一
一) 　

御
霊
神
社(

一
〇
一
二) 　

地
蔵
院(

一
〇
一
四) 　
　

妙
信
院(

一
〇
一
五) 　

八
幡
神
社(

一
〇
一
六) 　

阿
弥
陀
寺(

一
〇
一
七)

　

 

阿
弥
陀
寺(

一
〇
一
八) 　

天
照
皇
大
神
社(

一
〇
一
九) 　

地
蔵
寺　

 
 
 

(

一
〇
二
〇) 　

日
吉
神
社(

一
〇
二
一) 　

福
林
寺(

一
〇
二
二) 　

八
阪
神
社

(

一
〇
二
三) 　

御
霊
神
社(

一
〇
二
四) 　

源
竜
寺(

一
〇
二
五) 　

廃
元
光
寺

(

一
〇
二
七) 　

岩
神
神
社(

一
〇
二
八)

概
説(

一
〇
三
〇) 　

中
之
町
御
霊
神
社
本
殿(

一
〇
三
〇) 　

境
内
社 

早
良
・
他
戸
神
社(

一
〇
三
二) 　

岡
町
八
幡
神
社
本
殿(

一
〇
三
三) 

久
留
野
町
御
霊
神
社
本
殿(

一
〇
三
六) 　

岡
町
御
霊
神
社
本
殿 

 

(

一
〇
三
八) 　

霊
安
寺
町
御
霊
神
社
本
殿(

一
〇
四
〇) 　

近
内
町
御 

霊
神
社
本
殿(

一
〇
四
三) 　

若
宮
社
本
殿(

一
〇
四
五) 　

御
霊
神
社
・

落
杣
神
社
本
殿(

一
〇
四
六) 　

阿
陀
比
売
神
社
本
殿(

一
〇
四
七)

境
内
社
八
坂
神
社
本
殿(

一
〇
五
〇) 　

狩
場
明
神
社
・
丹
生
明　

神
社
本
殿(

一
〇
五
一) 　

下
島
野
町
御
霊
神
社
本
殿(

一
〇
五
二)

若
宮
社
本
殿(

一
〇
五
四) 　

統
神
社
本
殿(

一
〇
五
五) 　

二
見
町
御

霊
神
社
本
殿(

一
〇
五
七) 　

ま
と
め(

一
〇
五
九)

第
二
節　

寺
院
建
築

概
説(

一
〇
六
〇) 　

栄
山
寺(

一
〇
六
一) 　

八
角
堂(

一
〇
六
一) 　

本
堂 

(

一
〇
六
四) 　

安
生
寺
本
堂(

一
〇
六
六) 　

転
法
輪
寺(

一
〇
六
八) 　

本

堂(

一
〇
六
八) 　

庫
裡(

一
〇
七
〇) 　

表
門(

一
〇
七
二) 　

念
仏
寺
本
堂 

(

一
〇
七
二) 　

生
蓮
寺
本
堂(

一
〇
七
三) 　

金
剛
寺
庫
裡(

一
〇
七
六)

　
　

明
西
寺
本
堂(

一
〇
七
七) 　

西
明
寺
本
堂(

一
〇
八
〇) 　

ま
と
め　

 

(

一
〇
八
二)

第
三
節　

民
家
建
築

農
家(

一
〇
八
四)

岡
松
家
住
宅(

一
〇
八
四) 　

植
田
義
雄
家
住
宅(

一
〇
八
六) 　

西
谷

重
俊
家
住
宅(

一
〇
八
七) 　

北
田
喜
一
家
住
宅(

一
〇
八
八) 　

水
掫

義
朗
家
住
宅(

一
〇
八
八) 　

槙
野
久
忠
家
住
宅(

一
〇
八
九) 　

林
義

一
家
住
宅(

一
〇
八
九) 　

北
山
茂
文
家
住
宅(

一
〇
九
一) 　

犬
飼
正

家
住
宅(

一
〇
九
二)

町
家(

一
〇
九
三)

栗
山
正
一
家
住
宅(

一
〇
九
五) 　

下
辻
又
七
家
住
宅(

一
〇
九
八)

栗
山
亮
作
家
住
宅(

一
〇
九
八) 　

中
修
自
家
住
宅(

一
〇
九
九) 　

東

島
良
作
家
住
宅(

一
一
〇
二) 　

柏
田
久
太
郎
家
住
宅(

一
一
〇
四)

町
並
に
つ
い
て(

一
一
〇
七)

第
四
章　

中
世
城
郭
跡

概
説(

一
一
〇
九) 　

滝
城(

一
一
一
二) 　

島
野
城(

一
一
一
三) 　

栄
山
城(

一
一
一
四) 　

居
伝
城(

一
一
一
五) 　

大
岡
山
城(

一
一
一
六) 　

大
岡
平

城(

一
一
一
七) 　

今
井
城(

一
一
一
九) 　

二
見
城(

一
一
二
五)

　

深
闇
城 

(

一
一
二
六) 　

桜
井
氏
館(

一
一
二
七) 　

坂
合
部
平
城(

一
一
二
七) 　

坂

合
部
山
城(

一
一
二
七) 　

野
原
城(

一
一
二
八)

第
五
章　

祭
り
と
行
事

第
一
節　

神　
　

饌

第
二
節　

御 

仮 

屋

第
三
節　

念
仏
寺
陀
々
堂
の
鬼
走
り

第
四
節　

雛 

流 

し

第
六
章　

動　
　

物

第
一
節　

鳥 

獣 

類

魚
類(

一
一
五
五) 　

水
生
昆
虫(

一
一
六
五) 　

淡
水
貝
類(

一
一
七
二)

第
二
節　

水
生
動
物

第
七
章　

植　
　

物

第
一
節　

天
然
記
念
物

二
見
町
大
ム
ク(

一
一
七
五) 　

箆
の
木(

一
一
七
六)

第
二
節　

地
区
別
植
物

五
條
地
区(

一
一
七
六) 　

野
原
地
区(

一
一
七
九) 　

宇
智
地
区(

一
一
八
一)

牧
野
地
区(

一
一
八
二) 　

阪
合
部
地
区(

一
一
八
五) 　

北
宇
智
地
区

(

一
一
九
一) 　

南
宇
智
地
区(

一
一
九
三) 　

南
阿
太
地
区(

一
一
九
四)

　
　

大
阿
太
地
区(

一
一
九
五)

第
三
節　

栄
山
寺
・
小
島
山
の
植
物

栄
山
寺
の
植
物(

一
一
九
七) 　

小
島
山
の
植
物(

一
二
〇
〇)

第
四
節　

「
市
」
の
木
「
市
」
の
花

市
の
木(

一
二
〇
二) 　

市
の
花(

一
二
〇
四)

九
一
六

九
五
〇

九
六
三

九
九
六

一
〇
〇
六

一
〇
三
〇

一
〇
三
〇

一
〇
六
〇

一
〇
八
三

一
一
〇
九

一
一
三
〇

一
一
三
〇

一
一
三
八

一
一
四
二

一
一
四
五

一
一
四
七

一
一
四
七

一
一
五
五

一
一
七
五

一
一
七
五

一
一
七
六

一
一
九
七

一
二
〇
三
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シ
ダ
植
物(

一
二
〇
六) 　

種
子
植
物(

一
二
〇
六) 　

被
子
植
物(

一
二
〇
六)

単
子
葉
植
物(

一
二
一
〇)

第
五
節　

栄
山
寺
及
び
小
島
山
植
物
目
録

　

は
じ
め
に

第
一
節　

墓 
誌 
銘

第
八
章　

金 

石 

文

一
二
〇
五

山
代
忌
寸
真
作
墓
誌(

一
二
一
三) 　

楊
貴
氏
墓
誌(

一
二
一
五) 　

第
二
節　

磨 

崖 

碑

第
三
節　

石
灯
籠
と
石
幢

栄
山
寺
石
灯
籠(

一
二
二
〇) 　

講
御
堂
寺
石
灯
籠(

一
二
二
一) 　

中　

之
町
御
霊
神
社
石
灯
籠(

一
二
二
二) 　

竜
池
神
社
石
灯
籠(

一
二
二
二)

西
福
寺
石
幢(

一
二
二
三)

第
四
節　

宝
篋
印
塔

大
沢
寺
宝
篋
印
塔(

一
二
二
四) 　

平
田
寺
跡
宝
篋
印
塔
基
礎　

 

(

一
二
二
五) 　

中
筋
墓
地
宝
篋
印
塔
基
礎(

一
二
二
五)

第
五
節　

金 

工 

品

栄
山
寺
梵
鐘(

一
二
二
六) 　

大
日
寺
梵
鐘(

一
二
二
七)

第
六
節　

神
像
・
仏
像
・
面

御
霊
神
社
・
女
神
像(

一
二
二
八) 　

金
光
寺
・
阿
弥
陀
如
来
立

像(

一
二
二
九) 　

釈
迦
寺
・
釈
迦
如
来
像(

一
二
二
九) 　

栄
山
寺
・

十
二
神
将
台
座(

一
二
二
九) 　

念
仏
寺
・
追
儺
面(

一
二
三
一) 　

御

霊
神
社
・
御
供
櫃(

一
二
三
二)

第
七
節　

御
霊
神
社
墨
書
銘

御
霊
神
社
本
殿(

一
二
三
三) 　

末
社
早
良
神
社
社
殿(

一
二
三
四) 　

末
社
他
戸
神
社
社
殿(

一
二
三
四)

第
八
節　

瓦

吉
祥
寺
丸
瓦(

一
二
三
四) 　

栄
山
寺
平
瓦(

一
二
三
五) 　

牛
玉
版
木 

(

一
二
三
五)

第
九
節　

一
石
五
輪
塔

形
式
の
変
遷(

一
二
三
八) 　

一
石
五
輪
塔
の
分
布(

一
二
三
九) 　
　
　

一
石
五
輪
塔
の
銘
文(

一
二
四
〇) 　

一
石
五
輪
塔
の
保
存(

一
二
四
二)

第
九
章　

言　
　

語

第
一
節　

概　
　

説

調
査
の
概
要(

一
二
四
三) 　

音
韻
・
ア
ク
セ
ン
ト(

一
二
四
四)

　
　

語
法(

一
二
四
五)

第
二
節　

語
彙
と
そ
の
分
布

動
物(

一
二
四
六) 　

人
体
語
と
動
作
の
語
彙(

一
二
四
八) 　

植
物

(

一
二
四
九) 　

遊
び
の
語
彙(

一
二
五
〇)

　
　

そ
の
他
の
語
彙(

一
二
五
三)

第
三
節　

方
言
区
画

第
四
節　

方
言
文
例

第
一
節　

は
じ
め
に

第
二
節　

尊
王
攘
夷
運
動

第
十
章　

天
誅
組
の
変

安
政
の
政
局(

一
二
六
四) 　

尊
王
攘
夷
の
志
士(

一
二
六
六) 　

公
武

合
体(

一
二
六
九) 　

尊
攘
運
動
の
激
化(

一
二
七
〇)

第
三
節　

天
誅
組
挙
兵
始
末

大
和
行
幸
の
先
鋒(

一
二
七
二) 　

大
和
へ
の
進
撃(

一
二
七
五) 　

五
條
代
官
所
襲
撃(

一
二
七
七) 　

五
條
御
政
府(

一
二
七
九) 　

八
月

十
八
日
の
政
変(

一
二
八
四) 　

天
辻
に
移
陣(

一
二
八
五) 　

十
津
川

募
兵(

一
二
八
七) 　

高
取
城
の
攻
撃(

一
二
八
九) 　

南
山
で
の
防
戦(

一
二
九
二) 　

天
誅
組
の
潰
滅(

一
二
九
六)

第
四
節　

天
誅
組
の
変
と
五
條

恐
怖
と
混
乱(

一
二
九
九) 　

難
渋
の
日
々(

一
三
〇
三) 　

騒
動
の
余

波(

一
三
〇
九)

第
五
節　

歴
史
的
意
義

第
十
一
章　

社
会
運
動

第
一
節　

は
じ
が
き

第
二
節　

樽
井
藤
吉
の
東
洋
社
会
党
と
借
地
虚
無
党

第
三
節　

櫻
井
徳
太
郎
と
自
由
民
権
運
動

第
四
節　

水
平
運
動

第
五
節　

農
民
運
動

第
六
節　

労
働
運
動

第
七
節　

戦
後
初
期
社
会
運
動
の
概
観

第
十
二
章　

地
名―

古
代
地
名
考

宇
智(

一
三
五
五) 　

阿
陀(

一
三
五
六) 　

五
條(

一
三
五
七) 　

坂
合
部　

 

(

一
三
五
九) 　

火
打(

一
三
六
四) 　

犬
飼(

一
三
六
五) 　

荒
坂―

荒
木
坂 

(

一
三
六
六) 　

三
在(

一
三
六
七) 　

須
恵(

一
三
六
八) 　

滝(

一
三
六
八) 　

島

野(

一
三
六
九) 　

今
井―

有
家
・
三
箇(

一
三
七
〇) 　

北
山
・
二
見 

(

一
三
七
一)

第
十
三
章　

吉
田
松
陰
・
森
田
節
斎
と
五
條

松
陰
・
節
斎
・
三
山(

一
三
七
二) 　

杜
預
蔵
と
節
斎(

一
三
七
五) 　

十
津
川
郷
士
と
五
條(

一
三
七
六)

調
査
委
員

（
市
史
題
字
・
吉
田
松
陰
書
簡
に
拠
る
）

一
二
一
一

一
二
一
一

一
二
一
一

一
二
一
七

一
二
一
〇

一
二
二
四

一
二
二
六

一
二
二
八

一
二
三
二

一
二
三
四

一
二
三
六

一
二
四
三

一
二
四
三

一
二
四
六

一
二
五
七

一
二
五
八

一
二
六
二

一
二
六
二

一
二
六
四

一
二
七
二

一
三
七
二

一
三
八
〇

一
二
九
九

一
三
一
三

一
三
一
六

一
三
一
六

一
三
一
六

一
三
二
四

一
三
三
二

一
三
四
〇

一
三
四
七

一
三
五
〇

一
三
五
五


	mokuji1.pdf
	mokuji2.pdf
	mokuji3(new).pdf
	mokuji4.pdf
	mokuji5.pdf
	mokuji6.pdf

